
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１７７０１

研究活動スタート支援

2016～2015

地球温暖化と熱帯性魚類寄生カイアシ類: 日本列島への侵入予測と防除の為の基礎研究

Global warming and tropical parasitic copepods: basic research for prediction of
 the invasion to Japanese waters and damage control

２０７２３２４０研究者番号：

上野　大輔（Uyeno, Daisuke）

鹿児島大学・理工学域理学系・助教

研究期間：

１５Ｈ０６５１７

平成 年 月 日現在２９   ６ ２２

円     2,100,000

研究成果の概要（和文）：　近年の地球温暖化による影響の一つとして、熱帯生物の分布拡大が懸念されてい
る。本研究では熱帯性の小型甲殻類のカイアシ類に注目し、有害種が今後日本で水産被害をおこすことを想定
し、侵入時期等の予測や予防を実施するため基礎的な知見の集積を目的に実施した。具体的には主として黒潮流
域の南西諸島から鹿児島本土と、更に上流にあたるパラオ周辺海域、その東方のミクロネシア連邦チューク諸島
で寄生性カイアシ類相調査と分類研究を実施した。その結果、未記載属2種と少なくとも未記載種8種を含む70を
超える種が発見された。現状理解されている寄生性カイアシ類の基礎的な知見は、極めて希薄であることがより
強調される結果となった。

研究成果の概要（英文）：  As one of the effects of global warming in recent years, the distribution 
of tropical organisms is beginning to expand to high latitude area. In this study, I tried to 
accumulate basic knowledge of harmful species of copepods (Crustacea) parasitic on fishery species 
to predict timing and also prevent the migration of them from tropical region to Japanese waters in 
near future. Specifically, I investigated parasitic copepod fauna and then taxonomic study of them 
mainly in the Nansei Islands to Kagoshima of the Kuroshio area, Palauan waters located in upstream 
of the Kuroshio, and State of Chuuk, FSM.
  As a result, more than 70 species which includes one undescribed genus, and at least eight 
undescribed species have been found. This emphasized that fundamental knowledge of parasitic 
copepods are still extremely sparse at present, and further research is thus urgently needed.

研究分野： 水族寄生虫学

キーワード： 分類学　水産学　水族寄生虫学　寄生性カイアシ類　魚類寄生虫　地球温暖化　未記載種
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（１）地球温暖化と寄生性カイアシ類 
 
 様々な寄生生物が漁業被害を引き起こす
ことが知られている。中でも、魚類に寄生す
る小型甲殻類であるカイアシ類は、歴史的に
古くから水産業に大きな被害を与えてきた
ため、効率的な防除方法が渇望されてきた。
近年は、地球的規模で進行している様々な環
境変動が、この状況に拍車をかけている現状
がある。日本列島は、地球温暖化による影響
で、過去 100 年間に世界的な平均の 3.4 倍
である最大 1.7℃の海水温上昇が観測されて
いる海域もある。それに伴い熱帯性魚類の分
布拡大 (北進) と、それに寄生する有害なカ
イアシ類の本邦侵入が始まっている。魚類が
未知の寄生虫と接触すると、爆発的な寄生や
異常な宿主攻撃を引き起こすことがある。こ
の現象は、通常は外来寄生虫によるものであ
る。日本では、北米原産の魚類寄生虫ネオヘ
テロボツリウムがヒラメに極度の貧血をも
たらし、大量斃死を引き起こす。またアジア
原産の魚類寄生性カイアシ類、ヤマトニセエ
ラジラミは、近年世界中で蔓延し問題になっ
ている。これらは、それぞれたった 1 種の寄
生虫が、人間活動により本来の分布から外れ
たことに端を発すると考えられるが、地球温
暖化に伴う熱帯性魚類の北進は、膨大な種数
の外来寄生虫の侵入問題とも換言すること
ができ、未曾有の漁業危機、ひいては生態系
の破壊をも引き起こす可能性が高いと考え
られた。 
 
（２）熱帯性寄生カイアシ類に関する基礎知
見蓄積の重要性について 
 
私は、これから日本へ侵入して爆発的に増

殖する可能性がある有害な熱帯性寄生カイ
アシ類を事前に特定することで、効率よく水
産被害防除を行うことができると考えた。有
害なカイアシ類は、黒潮を通じてインド－西
太平洋域の熱帯および亜熱帯域、特に東南ア
ジア諸国周辺海域から琉球列島を経て本邦
へ侵入すると考えられるため、それら熱帯域
に分布する寄生性カイアシ類相および基礎
的な生態学的知見を蓄えることが、肝要であ
る。しかしながら、これらの海域において寄
生性カイアシ類に関する研究が体系的に行
われた例は極めて乏しい状況であった。この
状況を受けて、これまで研究代表者は、国内
では沖縄県周辺海域を、国外では東南アジア
諸国における魚類寄生性カイアシ類相の解
明を目指した研究を実施し、多くの未記載種
や日本未記録種を発見し、種記載をしてきた 
(例えば Uyeno, 2015)。そこには、日本列島
周辺海域で既に被害が出始めている種や、北
進している過程とみられる種も含まれてい
た (Uyeno, 発表準備中)。また、予備的に行
った奄美群島 (琉球列島北部)での調査から
は、沖縄とは異なる種が採集されており、琉

球列島全域における寄生性カイアシ類相の
解明が、最優先事項であると考えられる状況
であった。 
 
２．研究の目的 
 前項目で述べた研究の背景を受けて、本研
究では、有害な魚類寄生性カイアシ類による
大規模漁業被害を事前に予防するため、予め
日本列島沿岸に分布を広げる可能性がある
有害種の推定とその寄生生態を解明するこ
とを目的とする。南方から日本列島沿岸へと
流れる黒潮の上流域にあたる琉球列島、東南
アジアを中心としたインド－西太平洋域海
域に分布する、寄生性カイアシ類相の解明を
行う。また可能であれば、得られたカイアシ
類の寄生様式や病害性について評価を行う
事を目的とした。以下には、本目的遂行のた
めに、当初取り扱うことを予定した具体的な
研究項目について説明を行う。 
 
（１）琉球列島 (主に薩南諸島)から鹿児島
周辺海域における有害寄生性カイアシ類相
の徹底解明 
 
これまで私自身も研究を実施してきた南

西諸島南部とは対照的に、魚類寄生性カイア
シ類相が全く明らかにされていない南西諸
島北部 (薩南諸島) から鹿児島周辺を中心
に、カイアシ類相調査を行う。また、未だ十
分な研究が実施されているとは言えない状
況にある沖縄から八重山諸島 (南西諸島最
南部) についても、更なる調査を実施して未
発見の種の探索を行う事を予定した。 
 
（２）熱帯アジアを中心としたインド－西太
平洋区における有害寄生性カイアシ類相の
解明 
 
琉球列島の南方に広がる海域は、コーラル

トライアングルとも呼ばれ、生物多様性の宝
庫であり、近年も様々な分類群において多く
の新種等が発見されている状況にある。寄生
性カイアシ類に関する研究も、断片的に実施
されている程度であり、多くの未発見の種の
分布が予想される。そこで、本海域の魚類に
寄生するカイアシ類相の解明を目指した研
究を実施することを予定した。 
 

（３）有害寄生性カイアシ類の分類学的モノ
グラフの作成 
 
寄生性カイアシ類の研究は、海域ごとに若

干の違いはあるものの、研究者の数自体が少
ないことなどから、それ自体非常に遅れてい
ることが大きな問題である。本邦周辺海域で
将来的に大規模な水産被害を起こす可能性
のある種の推定には、寄生性カイアシ類の正
確な種判別の実施が必要となるが、そのため
にはカイアシ類のグループ毎に分類学的再
検討を行い、全ての種の特徴を正確に取り纏



めていく必要がある。 
本研究では、宿主に与える影響が大きく、

また比較的目立つために多くの標本の採集
が見込めるヒジキムシ科の分類群について、
分類学的モノグラフの作成を目指すことと
した。 
 

（４）潜在的脅威となりうる有害寄生性カイ
アシ類の推定 
 
私がこれまで実施してきた研究から、熱帯

や亜熱帯海域にはヒジキムシ科 (体内に食
い込み動脈や心臓から血液を摂取し、極度な
貧血を招く) や、ウオジラミ科 (表皮を傷つ
け直接的な死因となる他、病原細菌の二次感
染を招く) など病害性の高い種が、数多く生
息することが分かりつつある。また、宿主と
して利用されている魚種も、研究開始当初の
想定を超えて多岐にわたるようである。そこ
で、前の項目までで採集が予想される寄生性
カイアシ類の中から、北方へ分布拡大しつつ
あり、かつ水産被害を引き起こす可能性の高
種が採集された場合には、生態的特性や適性
環境、宿主への影響等を明らかにすることを
計画した。 
 
３．研究の方法 
 日本列島へ侵入する有害寄生性カイアシ
類を推測するためには、黒潮の上流域である
琉球列島と更に南方の国外の海域を中心と
した熱帯海域の寄生性カイアシ類相を明ら
かにする必要がある。しかしそれらの海域に
おける寄生性カイアシ類の研究は、台湾での
研究が比較的進められていることと、研究代
表者による琉球列島南部での研究があるの
みで、他は大きな空白地帯となっている。本
研究では、琉球列島北部の薩南諸島から鹿児
島周辺、未調査の東南アジア周辺海域の寄生
性カイアシ類相と、有害種の生態特性を明ら
かにすることを目指した。 
 
（１）野外採集 
 
 本研究の実施にあたり、各地海域において
寄生性カイアシ類の野外採集を行った。国内
では、琉球大学本学と生物圏研究センター西
表研究施設を拠点として沖縄島、石垣島そし
て西表島を、鹿児島大学国際島嶼教育研究セ
ンター奄美分室を拠点として奄美大島、喜界
島、加計呂麻島沿岸域を、そしてそれ以外に
甑島列島、三島村、屋久島、トカラ列島の各
島、徳之島、与論島沿岸域における調査を実
施した。また、鹿児島大学本学に位置する自
身の研究室を拠点として、鹿児島湾内および
鹿児島県薩摩半島南部、熊本県天草地方にお
いても、野外採集を実施した。更に、黒潮の
支流である対馬海流の流域である隠岐にお
いても野外調査を実施した。海外海域におい
ては、熱帯域であるミクロネシア連邦チュー
ク 諸 島 と パ ラ オ 周 辺 海 域  (Palau 

International Coral Reef Centerを利用) に
おいて、野外採集を実施した。 
これらの海域において、釣り、スノーケル、

スクーバを利用した潜水等を実施して、様々
な魚類の直接採集を行った。その他、漁獲さ
れた魚類の購入も行った。また、ペンネラ科
のカイアシ類の中には、無脊椎動物の一次宿
主を持つことが知られる種も存在すること
や、サザエやアワビの仲間の貝類のように、
魚類以外にも水産的な価値が高い種が存在
することに着目し、魚類採集と並行して無脊
椎動物の採集も行った。得られた魚類や無脊
椎動物については、現地で利用した各研究機
関や研究拠点である鹿児島大学の研究室へ
と持ち帰り、寄生虫検査を行った。 
寄生虫検査には、解剖ばさみやピンセット

を用いて、主に実体顕微鏡下で行った。宿主
動物の体表や鰓、体腔内等のあらゆる部位を
丁寧に解剖しながら観察し、寄生性カイアシ
類を採集した。採集されたカイアシ類は、
95％エタノールと 10％ホルマリン海水で固
定および保存した。また、カイアシ類の寄生
部位については、デジタルカメラを用いて可
能な限り記録を行った。また、一連の作業中
に採集されたカイアシ類以外の寄生生物 
(甲殻類の鰓尾類、等脚類や扁形動物の単生
類など)についても、同様に固定および保存
を行った。 
 

（２）寄生性カイアシ類の種の判別および種
記載 
 
固定されたカイアシ類の外部骨格の形態

は、特殊なアクリル製プレパラートの上で、
ラクトフェノール溶液で透徹して観察した。
また、種の判別に際しては、先端を細く研磨
したタングステン針を用いて各付属肢を一
つ一つ解剖し、光学顕微鏡と描画装置を用い
て観察および描画を行った。さらに、未記載
種等、学術的に重要な意味を持つ種を中心に、
順次記載を行った。分子系統解析については、
現在も実施を継続中である。また、カイアシ
類同様魚類に与える害が大きいことで知ら
れる鰓尾類と等脚類についても、カイアシ類
と同様の手順によって観察や記載を行った。 
 
４．研究成果 
 
（１）魚類寄生性カイアシ類相調査の成果 
 
本研究期間においては、様々な宿主から多

くの寄生性カイアシ類を採集することがで
きた。得られた全種についての種の判別は未
だに完了していないが、現在までに分かって
いるだけでも 14 科 25 属 70 種が得られてい
る。また、この中には 10 種を超える未記載
種と考えられる種が含まれており、ヒジキム
シ科を例に挙げてみても、3 種が発見されて
いる。また、その他これまで日本沿岸域から
発見されたことが無い未記録種にも、多く発



見された。また、本研究では熱帯海域の調査
として、パラオおよびミクロネシア連邦チュ
ーク諸島周辺海域においても、寄生性カイア
シ類相の調査を実施したが、これら海域にお
いては、過去本格的な寄生性カイアシ類調査
が実施された前例がないため、採集されたほ
ぼ全種が初の分布記録になるであろうこと
が予想されるほか、このうち 5種は未記載種
であると考えられ、他の海域からは一切採集
されていないために、熱帯性の種である可能
性が高い。その他、日本列島沿岸より採集さ
れた寄生性カイアシ類についても、本邦未記
録の種が存在したため、日本初記録種 1種と
して、再記載した内容が学術論文として出版
された。ヒジキムシ科カイアシ類 2種および
ツブムシ科カイアシ類 2種、ヒトガタムシ科
1 種については、形態学的研究と、分子系統
学的研究を進めており、現在学術論文を執筆
中である。 
 

（２）無脊椎動物から採集された寄生性カイ
アシ類 
 
前述の通り、魚類寄生性カイアシ類相の解

明と並行して、無脊椎動物に寄生するカイア
シ類の分類学的研究も実施したところ、特に
熱帯海域において軟体部は食用として、殻は
ボタンなどの原料として利用されるタカセ
ガイ等のサザエに近縁な貝類等から 2科 2属
8 種の寄生性カイアシ類が採集された。これ
らのうち 4 種については、1 日本初記録種お
よび3新種として主に形態学的情報に基づい
て記載した。この成果については、学術論文
として取り纏められ、出版された。また、そ
の他 3種についても、現在分類学的研究を継
続して実施中である。その他、アサリ等と近
縁な二枚貝類に寄生するカイアシ類が 1 種、
タイラギの近縁種からも1種の寄生性カイア
シ類が採集された。沖縄諸島周辺で得られた
頭足類からも、寄生性カイアシ類の 1種を採
集した。また、本州東京湾沿岸で採集された
貝類のウノアシに寄生するカイアシ類1種に
ついて、新属新種として記載した論文が出版
された。 
 

（３）魚類寄生性カイアシ類の分類学的モノ
グラフの作成 
 
 本研究で得られた寄生性カイアシ類には、
現在明らかになっている時点で14科25属70
種が含まれることが分かっているが、特に多
くの種数が得られたウオジラミ科 (3 属 27
種) と、エラノミ科 (1 属 17 種) また、次い
で多く出現したのがヒジキムシ科 (5属6種) 
であった。これらの 3科については、形態学
的特徴の精査を行い、分類学的モノグラフを
作成途中である。また、寄生性カイアシ類に
関する体系的な分布報告が無いパラオおよ
びミクロネシア連邦チューク諸島について
は、得られた寄生性カイアシ類の種のリスト

についても別途取り纏め、報告を行う予定で
ある。 
 

（４）その他の魚類寄生生物に関する研究 
 
多くの魚類寄生性カイアシ類相調査を行

う過程で、寄生性甲殻類であるエラオ類の 1
種が採集された。鰓尾類は世界的にも 180 種
弱しか分布が確認されていない小さなグル
ープで、本邦では僅か 9種のみしか知られて
いなかった。本研究期間に九州南部および沖
縄諸島沿岸より得られた種は、これら 9種い
ずれとも異なる形態学的特徴を具えており、
インド周辺海域より過去一例のみ報告があ
る本邦未記録の種であることが明らかとな
った。この種は、僅か 1個体によって記載さ
れた種であり、知られている形態学的情報は
極めて不十分なものであった。そこで、新た
に得られた標本に基づいて本種の外部形態
について再精査を行い、細かく記載して学術
論文として取り纏めた。また、パラオ周辺海
域では、大型のフグ科魚類の口腔内から、寄
生性甲殻類の 1種である、ウオノエ科の 1種
が採集された。本種については、形態学的特
徴と分子系統学的手法を用いて、今後詳細な
分類研究を実施する予定である。 
 

（５）研究のまとめと今後の課題について 
 
本研究期間中に実行できたのは、主には２

で計画した項目のうち（１）～（３）の項目
となる。当初予定した全項目の実施が困難で
あると判断した最大の理由として挙げられ
るのは、得られた寄生性カイアシ類の種数が、
予想を大幅に超えており、日本を取り巻く海
域と、そこへ今後侵入する可能性のあるカイ
アシ類の種数も、想定外に多いであろうと判
断した。そのため本研究では、第一に寄生性
カイアシ類相の解明を目指して、分類学的研
究の推進を最優先して実施する事とした。 
得られた種のうちの幾つかは、宿主魚類が

低緯度熱帯域から本邦の南西諸島にかけて
広く分布するのに対し、その分布域は低緯度
に限られている可能性が示唆された。例えば、
ヒトガタムシ科の 1種は、熱帯域から日本列
島太平洋岸に広く分布するタカサゴ科魚類
を宿主とするが、分布が確認されたのは、南
西諸島の南部のみに限られていた。また、同
様にヒジキムシ科カイアシ類の 1種は、奄美
群島の小型魚類から発見されたものの、それ
以北からは一切発見されなかった。種ごとに
分布のパターンはそれぞれ異なっているも
のの、同様な種が他にも複数確認された。こ
れらの中には、現在まさに分布を北方へと広
げている可能性があるものも含まれている
可能性がある。しかし、それらの結論を下す
には、本研究で実施した野外調査の回数と、
調査範囲は限定的であると言わざるを得ず、
断定には至っていない。今後、更に追加調査
を行った後に、慎重な判断が求められると考



えている。 
宿主魚の脊椎骨や心臓に深く食い込むヒ

ジキムシ科カイアシ類以外には、宿主魚へ大
きな悪影響を明確にもたらしている種は発
見されなかった。寄生性のカイアシ類が重度
の寄生等明確な悪影響を宿主へもたらす例
は、寄生性カイアシ類が分布域を広げ、これ
まで接触の無かった宿主に寄生した際に起
こる可能性があることが過去の研究から示
唆されている。本研究で得られたカイアシ類
については、一見して確認できるほどの大き
な宿主への影響は発見できなかったが、組織
レベルでの損傷や栄養状態の悪化や貧血な
どが引き起こされている可能性は考えられ
る。引き続き、ミクロなレベルでの寄生生態
の観察を実施する必要性があると考えられ
る。 
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